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適期表記号説明

チッソ：カリ
リン酸

夏ネギ型

(不抽苔性)

冬ネギ型

冬ネギ型

(不抽苔性)

ネギの花芽分化と抽苔ネギの花芽分化と抽苔 ネギの品種ネギの品種

ネギの花

セルトレイ（200穴）

苗床の元肥は１０㎡当たり成分量でチッソ（N）：カリ（R）で
８０～１００ｇ、リン酸（P）で２００～２５０ｇを目安に施用。
追肥は播種後４０日、６０日後にNで４０～５０ｇを施用。
育苗期間に、リン酸を効かせると根量が増加し、生育のよ
いネギ苗を作ることができます。

チェーンポットは、ペーパーポット（紙でできた育苗用ポット）の一つ一つが
連結し、一度に連続して植えることができます。チェーンポットで育苗した
ネギの苗を、簡易移植器「ひっぱりくん」で移植することができ、定植時に
省力栽培できる方法です。

苗床の元肥は10㎡当たり成分量でチッソ（N）
140ｇ、リン酸（P）160ｇ、カリ（K）110ｇを目安
に施用。追肥は播種後40日、60日後にNで40～
50ｇを施用。
育苗期間に、リン酸を効かせると根量が増加し、生
育のよいネギ苗を作ることができます。

生態型

ネギは中国から伝わったと考えられており、大きく太ネギ群、葉ネギ群、そ
の中間の兼用種の３群に分けられます。
それらが現在の加賀群、千住群、九条群として分布するようになったとい
われています。関東では千住ネギが代表されるように、土寄せによって葉
鞘部を軟白し太く伸びた白根（根深ネギ）を利用します。一方、関西では九
条ネギ（葉ネギ）を主に栽培しており、柔らかい緑葉部を利用します。葉ネ
ギはよく分けつ（根元から株が増えること）する性質を持ちます。

ネギは緑植物低温感応型の植物で、ある一定の大き
さ(葉鞘径5～7mm以上)に達した株が一定期間の低
温(10°C以下)に遭遇することで花芽形成し、その後
高温と長日条件で抽苔します。この花芽分化は品種、
株の生育状況、栽培地域により異なりますが、一般的
に9～10月の秋まき栽培では翌年3～4月頃に抽苔
する可能性があります。根深栽培では抽苔した花芽を
早めに摘蕾し側芽の生育を促すこと、葉ネギ栽培では
摘蕾後仮植えを行うことで、他の葉根菜類とは異なり
花芽分化後も収穫が可能です。
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条小ネギは条まきを行い、株間１㎝程度で栽培すると
６０日程度で収穫できます。九条系などの中ネギは
育苗を行い、移植栽培するとよいでしょう。
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分けつは茎盤に発生するえき芽が発達したもので、根元から株が増え
ていきます。葉ネギは分けつしやすい性質をもち、根深ネギ（１本ネギ）
はほとんど分けつしません。また、本葉４～５枚のころに受けるストレ
ス（乾燥、多肥、高温など）や収穫遅れにより助長されます。
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